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人口減少対策に関する調査・研究プロジェクト最終報告書 

を踏まえた施策化の状況について 

 

１ 経緯 

○人口減少は「静かな有事」とも言うべき状況にあり、その対応が県政全般に関

わる重要課題となっている。 

○ 5 月 29 日開催の第 1 回人口減少危機対策本部会議において、本部長か

ら「人口減少対策に関する調査・研究プロジェクト最終報告書」の成果・示

唆を踏まえた施策化と 9 月補正予算での対応について指示を行った。 

 

２ 施策化結果 

○ 本部会議での指示を踏まえ、関係部局において施策化を検討した結果、

総額 ２，３１９，５３０千円の人口減少対策関連事業を取りまとめた。 

＜内訳＞ 

 ９月補正 ２，３０５，８３７千円 （別紙１） 

A) 働き方・雇用改革 2,278,772 千円 

B) プレコンセプションケア推進（ライフプラン・キャリア形成支援） 21,990 千円 

C) 地域力向上 643 千円（再掲） 

D) その他 5,075 千円 

 ６月補正 人口減少対策加速化事業一覧 １３，６９３千円 （別紙２） 
 

 

３ 今後の対応 

○ 今回取りまとめた事業を着実に実施するとともに、事業の成果や知見を検

証しながら、今後の施策展開につなげていく。 

○ 引き続き、少子化対策調査研究プロジェクト最終報告書の成果・示唆を踏

まえ、市町村、企業、大学等との連携を図りながら、人口減少危機突破に向

けた取組を推進する。 


